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昭和５１年５月２４曰

厚生大臣殿

自治大臣殿

曰本病院会

会長阿久津慎

スプリンクラー等防災設備取付に対し

特別措置の要望書

病院はその社会的使命から最も人命を尊重するところであり，特に病院

火災予防についてはすべての病院が曰夜細心の注意を払い，これが対策

に万全の策を講じております。

さて，昭和４９年の消防法一部改正によるスプリンクラー取付の猶余期

限がいよいよ近づいてまいりましたが，現在の社会保険診療報酬|下にお

ける病院経営ではこれが完全実施はとうてい不可能であり，かつまた現

行診療報酬|中には防災施設改善の経費はいっさい含まれておりません。

消防法を遵守するには何らやぶさかではありませんが，かかる病院の窮

状をご了解のうえ，国等において特別の措置を講じていただきたく要望

いたします。

1．国費または公費負担を願いたいこと

2．公費負担不能なときは，長期低利の融資を配慮願いたいこと
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日病会発第１７２号

昭和５１年７月３０日

厚生大臣

田中正己殿

曰本病院会

会長阿久津慎

社会保険診療報酬請求事務・コンピュータ

処理上の障害とその改善について（要望）

わが国の医療機関は、人件費をはじめ諸物価の高騰により、経営収支が極度

に悪化し、まことに憂慮すべき事態に当面しております。

もとより各医療機関においても、経営危機打解のため常々あらゆる努力を傾

けておりますが、このうち事務の合理化、ことに医療機関における事務の大

半を占める帆社会保険診療報酬請求に関する事務″の省力化には特に意を用

いております。

しかし、年を追っての診療の多様化、また最近の医療費公費負担制度の増加

などにより、事務はますます増大かつ複雑化しており、依然として診療面へ

の圧迫および事務要員の増加を招いております。

このような事態を打開する最も有効な手段として、Ⅲコンピュータによる事

務処理″の研究が活発化し、一部の医療機関においてはその実行に入ってお

りますが、そのほとんどは期待した効果が得られない状態であります。

その理由は、現行の社会保険診療報酬算定・請求に関する法令または行政指

導の中に、コンピュータ処理上の障害となるものが多々あるからであります。

そのために、コンピュータ利用を希望する医療機関は全国に多数あるにもか

かわらず、大方はコンピュータ利用を陦曙または断念せざるを得ないのが実

'盾であります。

社会保険診療に関する事務の全面的な簡素化については、常々要望している

ことでありますが、コンピュータ利用による事務合理化を目指す多数の医療

機関が、当面痛切に改善を要望している事項を下記に列挙しました。

これら諸項目が改善されれば、コンピュータ利用の道が開け事務能率は著し

く向上し、ひいては人件費膨脹の抑制に寄与すること明白でありますので、

下記について早急に改善されるよう、切に要望するものであります。

記

社会保険診療報酬請求事務・コンピュータ処理上の障害とその改善要望

事項
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社会保険診療報酬請求事務・コンピュータ処理上の

障害とその改善要望事項

－７９－

項目 現状の問題点 解決策（要望）

1．レセフ゜ト

記号

保険者名

氏名

病名

漢字および特殊な記号園などが使

われているため漢字記入か手作業

として残る。

－部コード化されているが、大部

分の保険についてはその動きかな

<、漢字記入の手作業が残る。

漢字書きが義務づけられているが、

京都．大阪などではカナでも可と

されている。

主として漢字書きが義務づけられ

ている ○

フ インプリンターの文字内で処理できる

よう（カナ。英数字で） コー ﾄﾞ化する。

次善措置として今後新しく発行する健康

保険証については、カナ。英数字でコー

ﾄﾞ化する。

すべての保険者についてコード化する。

次善措置として今後新しく発行する健康

保険証については、カナ。英数字でコー

ﾄﾞ化する。また当面の解決策としてカナ

読み替え印字も可とする。

レセプトについては全県カナ書きで可と

するよう統一見解を告示する。

すでにガス。水道。電気。電話などの公

共料金の請求書はすべて住所。氏名はカ

ナ書きか通例となっており、官公庁・会

社等の給料支払明細書もカナ書きが広く

行なわれている。記号・番号でチェック

されれば、氏名はカナであっても本人を

証し得る。

カナ。英字も可とするよう統一見解を告

示すろ。

次善措置として、一般化した略名および

読み違いのないものについてはカナ・英

字でも可とするよう統一見解を告示する。

例１．ＤＭ－糖尿病，ＨＴ－高血圧，

ＵＶ－胃潰瘍

例２．コウケツアツ，卜ウニョウビョウ

カンポウ

例３．ガイジロウ（外痔瘻，外耳倭）の

ような間違いやすい病名は漢字書

きもやむをえない。



－８０－

項目 現状の問題,点 解決策（要望）

入院レセプト

ﾚｾﾌﾟﾄﾌ オー

マットの統一

2．
診療報酬大系

点数表

医療費改正

診療行為の

コー ﾄﾞ化

診療行為名

の略号化

社会保険では認められていない。

法令により請求明細書のう

ツ

オ
－マ

ﾄは下記の如く各種に及び、そ

の数２０余種にもなる。

〔例〕入院。外来。健保本人。家

族国保。労災・生保。予防法．

自賠注、その法の種類は別紙の

ごとくで、その当該官庁も厚生

省をはじめ労働省。都道府県に

まで及んでいる。

現在は甲表。乙表とあり、年を追

うごとに甲表に近づく傾向にある

が、その算定基準が難解で、誤算

定の危険もある。また、準用事項

が多い。

告示から実施までの期間が短いた

めその切替え作業が大変である。

そのため誤算定も生ずる。

現在では一部同効果薬品などコー

ﾄﾞ化らしきものもあるが、その他

の診療行為についてはほとんど．

ド化されていない。

基金によりその扱い方が異なるう

えに、手術名等については非常に

表現法に困難をきたしている。

外来レセフ゜トと同様に入院分についても

コンピュータ作成を全国的に可とするよ

う告示する。

左記の如く請求フ オ
－￣マ ソ ﾄは各種に及

んでおり、これらを簡素化する意味から

も最低入院・外来の２本立に統一する。

多種多様なフ オ
_￣マ ツ ﾄが存在すること

による印刷費・事務手数などの社会的損

失ははかりしれないものがあるので、第

一段階としてたとえば大阪府におけるよ

うに８種類くらいに統合する。

甲・乙表の一本化と、算定方法の簡素化

を計る。

準用事項は廃止し、１コードとして新設

する ○

できれば,点数表を完全なコード化にする。

告示を早め、切替準備の期間的余裕をみ

る ０

当局において全診療行為について医療機

関が利用し易い標準コード化を実施する。

同効果薬品については標準名を使うとか、

検査については略称を使うとか、また手

術等については区分コードに変えるとか

簡素化する。できれば医療機関が利用し

易い標準 コー ﾄﾞ大系を作る。
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議案 第 1号議案 歳入歳 出決算の承認を求める件

昭和 51年度一般会計歳入歳 ttj決算報告書

自 昭和 51年 4 月 1 日

至 昭和 52年 3 月 31日

Ⅰ 歳 入 の 部

1. 前 年 度 よ りの 繰 越 金

2. 本 年 度 歳 入 総 額

Ⅰ 歳 出 の 部

1. 本 年 度 歳 出 総 額

2. 次 年 度 - 繰 越 金

6,607,668

166.271.450

154,931,001

17.948.117

昭和 51年席出頃都特別会計収支決算書

自 昭和 51年 4 月 1 日

至 昭和 52年 3 月 31日

Ⅰ 収 入 の 部

1. 前 年 度 よ りの 繰越 金

2. 本 年 度 収 入 総 額

Ⅰ 支 出 の 部

1. 本 年 度 支 出 総 額

2. 一 般 会 計 へ 繰 入 金

486,480

8,209,862

8,644,693

51,649

昭和 51年度診療録管理通信教育特別会計収支決算書

日 本 病 院 会

172.879.118

172.879.118

8.696.342

8,696,342

自 昭和 51年 7 月 1 日

至 昭和 52年 3 月 31日

Ⅰ 収 入 の 部

1. 前 年 度 よ りの 繰 越 金

2. 本 年 度 収 入 総 額

Ⅰ 支 出 の 部

1. 本 年 度 支 出 総 額

2. 一 般 会 計 へ 繰 入 金

4,309,443

9,780.294

9,176,785

4,912,952

注 9ケ月分

14,089,737

14,089,737



昭和51年度歳 入決算報告書

自 昭和 51年 4 月 1 日

至 昭和 52年 3 月 31日
日 本 病 院 会

単位 :円

科 目款 項 目 歳 入 合 計 年 度 予 算 予算 に対 す る増減(△印は減) 備 考 ′ヽ寸-tl一′∠

1. 会 費 88,482,066 106,268,000 △17,785,934 2.3- 三石 ユ1:70予7(0 ,7lf亡く∠,ユ--- '/.熊 ′E,D.C,vvミ77止/′et--〟 / gt'.'07.7-クミ

1ー 会 費 88.482.066 106,268,000 △17,785,934

1. 通 常 会 費 77,251,186 82,100,000 △ 4.848.814

2. 賛 助 会 員 会 費 6,449,700 7.168.000 △ 718.300 十等 AgJ BCZ c 'o/東泉 t̂J B.7c c 7/

3. 過 年 度 会 費 4,781,180 17.000.000 △12,218,820裏や人数 ′′/壷 '.i摘 全長′70鬼 ,-1fi:美∠t鳥享亀 /主星 ,pcメ 4相島7/A如&戊 ′C鬼7号茨ヽ 招 仰 ′､タ{7 人 紅 乞7̂ て わ で,,ち37 9.与え巳と致 ,,7えjo鰯 pJ∫鬼 237A与力0号が′4- -34 - 叫 竜泉 の.:八十′o噸五誌 … こううち釣手.卑Iか 之何人を t>3ン緩 皮毒､撞 ､キ細 く､カ~>乞ttJ,t,.!nき笹 t､ L/与も､今 ∫l与iぐ3ZvQtqT○ /fm .cT' /､′fJtQV't.も9㌧J､スピ○タ一､ヰ耳 Hでqm 食中 3Cそ6-ヽ如 何恥叫 キ ′クO.qVさ 別LL }40.0TiIト7梢 乞妙取うキ音′.D.仰 7..払叫 叩 ､i絶′--.∫t臥 ゐ/LgCrV乞すすt

2. 事 業 収 入 59.674.539 51,412,000 8,262,539

3.4.5.1. 購 読 料 1.541.794 1,420,000 121.794

1. 雑 誌2. ニ ユ ス 1.537.7944.000 1.420.000 117.7944.000

2. 受 講 料 23.986.560 20.119.000 3,867,560

1. 定 例 研 究 会 10,516,760 4.276.000 6,240,760

2. 内 科 臨 床 部 会 6,000 - 6.000

3. 各 地 研 究 会 13.463,800 15,843,000 △ 2.379.200

3.参 加 料 8,713,000 14.143.000 △ 5.430.000

1. セ ー ナ 7,983.000 12,118,000 △ 4,135,000

2. 海 外 視 察 研 究 会 730.000 2.025ノ000 △ 1,295,000

4. 部 会 費 25.433,185 15,730,000 9.703,185

寄 1. 人 間 ド ッ ク 部 会 費 4.307.850 3,600,000 7∩7.850

2. 人 間 ド ッ ク指 定 料 1.380.000 1.380.000 0

3. 人 間 ド ッ ク 手 帳 代 19.745.335 10,750,000 8.995.335

附 金 700,000 400.000 300.000

1. 一 般 寄 附 金 7()0.000 400,000 300.000

1. - 般 寄 附 金 300.000 200.000 loo,000

2. 行 事 補 助 金 400.000 200,000 200.000

雑 収 入 17,414.845 10.420.000 6.994.845

1. 雑 収 入 17,414,845 10.420.000 6,994,845

1. 預 金 利 息 i,239,367 500.000 739,367

2. 広 告 収 入 4.351.450 5.000.000 △ 648.550

3. 事 務 所 費 分 担 金 3,110.000 2.760.000 350,000 新嘗､菜摘乞 色ヤT.'t普如tち)

4. 特 別 会 計 余 剰 金 8,714,028 2,160,000 6一554.028

繰 越 金 6,607,668 3,nnO.000 3,607,668

1. 繰 越 金 6,607,668 3,000,000 3,607,668

l1. 前 年 度 繰 越 金 6,607,668 3,∩()0.000 3.607,668

2A,7r且



昭和51年度歳 出決算報告書
自 昭和 51年 4 月 1 日
至 昭和 52年 3月 31日 日 本 病 院 会 単位 ‥円

科 目款 項 目 歳 出 合 計 年 度 予 算 予算 に対 す る増減(△印は滅) 備 考

1. 事 務 諸 費 65.016,156 71.500.000 △ 6,483,844 メデ ィカル クラーク通信教育含む

1. 職 員 給 与 費 45,404,917 46,800,000 △ 1,395,083

1. 俸 給 27,280,690 28.100.000 △ 819.310

2. 諸 手 当 18.124.227 18.700.000 △ 575.773

2. 厚 生 費 4,498,431 4,700,000 △ 201,569

1. 厚 生 _辛2. 退 職 積 立 金 187,480 200,000 △ 12.5201,141,459 1,240,000 △ 98,541

3. 法 定 福 利 費 3,169,492 3,260,000 △ 90,508

3. 旅 費 交 通 費 1.858.587 2ノ500.000 △ 641,413

i: 準 ー 費 555.167 1,000,000 △ 444,833
2. 交 通 費 1.303一420 1,500,000 △ 196,580

4. 事 務 所 管 理 費 5,274,551 5.900.000 △ 625.449

1. 事 務 所 賃 借 料 3,151.612 3,400.000 △ 248.388

2. 水 道 光 熱 費 782.977 960.000 △ 177,023

3. 備 品 費 1,076,680 1.200.000 △ 123,320

4. 雑 費 263,282 340.000 △ 76.718

5. 需 要 費 5,991,736 10.600.000 △ 4.608.264

1.消 耗 備 品 費 22,600 50.000 △ 27,400

2.消 準 品 費 1,080,410 1.440.000 △ 359,590

3. 印 刷 製 本̀ 費 808,R46 3,000,000 △ 2.191.154

4. 公 租 公 課 8,000 30.000 △ 22,000

5.通 信 運 搬 費 2.903,370 5.050,000 △ 2.146.630

6. 借 用 及 損 料 571.520 220.000 351.520

7. 臨 時 職 員 費 195,965 210.000 △ 14.035

8. 雑 費 401.025 600.000 △ 198.975

6. 交 際 費 1.9円7,934 1.000.000 987,934

,___1: 会 長 交 際 費 489,654 500.000 △ 1∩.346

2. 一 般 交 際 費 1,498,280 500,000 998.280

2. 会 議 費 13,664.134 15.700.000 △ 2.035.866

3.1.総 会 費 1.721.487 1,200,000 521,487

1. 総 会 費 i,721,487 1.200.000 521,4只7

2. 役 員 会 費 ll.942.647 14.500,000 △ 2,557,353

事1.2. 1. 常 任 軍 事 会 費 6,461,155 8,300,000 △ 1,838,845

2. 理 事 会 費 3,008,339 4.000,000 △ 991,661

3. 代 議 員 会 費 2.473,153 2.200.000 273,153

業 費 74,149,482 80,000,000 △ 5,850,518

委 員 会 12.739,690 14.800.000 △ 2,060.310

1. 各種委員会調査研究費 5,456,7R6 7,500,000 △ 2,043,214

2. 社 保 関 係調査研究費 3,379 500.000 △ 496.621

‥声∴ ド ッ ク 手 帳 代 7,279,525 6,700,000 579.525

4. 会 場 借 用 費 0 100.000 △ 100.000

定 例 研 究 会 8,533,260 3,500,000 5,033,260 4.591.160

1. 旅 費 交 通 費 500,720 240.000 260.720 240.4203,271.870680.940226,250165,4806.200

2. 印 刷 製 本 費 3,665.677 450.000 3,215,677

3.通 信 運 搬 費 1, 672,572 950.000 722.572

4. 謝 礼 傘 604.750 240.000 364.750

5. 会 場 借 用 費 1.711.744 1,200,000 511.744



科 目款 項 目 歳 出 合 計 年 度 予 算 予算 に対す る増減(△印は滅) 備 考

3.辛業辛4.5.3.各 地 研 究 会 17.454.248 20.800.000 △ 3,345.752 福祉食品流通研究会500.000含む病院大会費

1. 旅 費 交 通 費 8,120,323 ll.250.000 △ 3,129.677

_宣. 印 刷 製 本 費 2.734.350 2.ロoo,000 734.350

3. 通 信 運 搬 費 1.450,490656.621 1.400,000 50.490-i-.ー'-森 五 金 i,080,000 △ 423,379

ー_5. 会 場 借 用 費 1.688,793923一663 2,640,000 △ 951.2076. 委 員 会 打 合 会 費 1.200.000 △ 276,337

7. 討 論 会 費 i,880,008 1.230.000 650.008

4. 海外視察研究会 1.604.109 1,400,000 204,109

1. 旅 費 交 通 費 663.410 50,000 613.410

2.印 刷 製 本 費 424.∩31 190.000 234ノ031

3.通 信 運 搬 費 433.752 230,000 203,752

4.2 重 " 軒 48.090 70,000 △ 21.910

5. 打 合 会 費 34.826 860∴000 △ 825.174

5. セ ミ ナ ー 8.368.156 8,000,000 368,]56

1. 討 論 会 費 i,264,703 1.300.000 △ 35.297

2.旅 費 交 通 費 2,422,430 i,580,000 842.430

3.印 刷 製 本 費 1ノ055.172 820,000 235.172

4.通 信 運 搬 費 713,125 900,000 △ 186.875

5. 謝 礼 金 1.410.997 1,900,000 △ 489.003

6. 会 場 借 用 費 1.076,570 i,140,000 △ 63,430

7.委 員 会 打 合 会 費 42.244 190.000 △ 147,756

8.食 事 費 382.915 170.000 212一915

6. 資 料 整 備 費 242.240 500.000 △ 257.760

1. 諸 法 規 整 備 費 242.240 500.000 △ 257,760

7. 広 報 費 20.751.957 25.900.000 △ 5.148.043

1. 編 集 費 2.607.204 2,500.000 107.204

2. 印 刷 製 本 費 12.959.830 16.300.000 △ 3,340,170

3.発 送 費 5.106.759 6,920,000 △1.813,241

4. 取 材 費 78.164 180,000 △ 101.836

8. 助 成 金 3,330,619 3,600,000 △ 269.381

9.負1.1.1. 日 本 病 院 会 学 会 2.036.204 2,300,000 △ 263,796

2. 人 間 ド ッ ク 学 会 704.415 800.000 △ 95,.585

3.各 地病 院協会研究会 590.000 500,000 90,000

海外病院協会関係費 1.125.203 i,500,000 △ 374.797

1. アジア病院連盟会議費 934.446 1.400.000 △ 465.554

2. Ⅰ.H.F 会 議 費 190,757 100.000 90ノ757

担 金 860ノ735 800.000 60.735

負 担 金 860.735 800.000 60.735

1. 国 際 病 院 連 盟 525.585 500.000 25.585

2.ア ジ ア 病 院 連 盟 142.050 150.000 △ 7,950

3.諸 会 費 193.100 150.000 43,100

備 費 1.240.494 3,500.000 △ 2,259,506

予 備 費 1.240.494 3,500,000 △ 2.259.506

t1. 予 備 費 1.240.494 3,500.000 △ 2.259.506



財 産 目 録

昭和 52年 3月31日現在

-

8
7

-

Ⅰ 資 産 の 部

1. 現 金

/′

2.振 替 貯 金

/′

3. 当 座 預 金

4. 普 通 預 金

/′

〟

/′

′′

′′

5. 通 知 預 金

/′

6.定 期 預 金

′′

7. 未 収 金

8. 図 書 繰 越 高

9.前 払 金

10.立 替 金

〟

資 産

東京手元有高

大阪手元有高

東京地方貯金局小切手口座

〟 一 般 口 座

富 士 銀 行 麹 町 支 店

/′ /′

太陽神戸銀行 〟 (通信教育部)

〟 〟 (出 版 部)

協 和 銀 行 市ヶ谷支店

第一勧業銀行 麹 町 支 店 (通信教育部)

三 和 銀 行 谷 町 支 店 (大

太陽神戸銀行 麹 町 支 店

協 和 銀 行 市 ヶ谷支店

富 士 銀 行 麹 町 支 店

第一勧業銀行 〟

阪)

出版部図書販売未収分

〟 別紙明細書のとおり

千代 田四番町局郵便計器予納 金

大城三郎以下 3名傷病手当立替分

国際病院学会はか蒜蒜y-*'窟 緋 :97.9b
計

Ⅲ 負 債 の 部

1. 未 払 金

′′

2. 倍 入 金

3. 預 り 金

〟

′′

〟

〟

〟

//

′′

〟

/′

〟

〟

/′

4.退職手当積立金

負 債 計

Ⅲ 次 年 度 - 繰越

負債及び繰越計

東京労働基準局確定労働保険料

㈱花山3/19慧誓 董 こ姦悪雲量会

出版部平野常任理事 より一時借入

社会保険料従業員預り

源泉所得税､市町村民税預り

52年度会費 山本病院

〟 三菱電気㈱

〟 耳納高原病院

〟 大沢商会 (重藤直樹)

〟 京都産院

〟 三重県立一志病院

総婦長セ ミナー養育院附属病院

アメリカ給食施設視察申込金

〟

〟

出版部 重複入金分ほか

大城三郎以下 18名

佐藤 =Ej

神田紀子

札幌花園病院

150,675

55.869

674,575

751

1.568.849

956,269

51.239

33,750

1.912-952

190.148

5,000,000

3,000,000

2.000.000

3,000.000

189.600

15,691

296.576

696.110

261.732

227,340

55,920

60,000

37.920

8,000

26,400

37,560

30.000

50.000

50.000

50.000

155.000

日 本 病 院 会

単位 :円

206.544

675.326

548.123

4,713,207

8.000.000

5.000.000

365.190

2.853,637

335,357

205.291

22,902,675

992,686

1.100.000

1,049,872

1.812.000

4.954.558

17,948.117

22.902.675



備 品 償 却 内 訳 (51年度 )

昭和 52年 3月31日現在

品 名 購 入 先 取得年月 取得価格 期首価格 耐用年数 償却率 償 却 費 期末価格 償却累計

片 拍 机 ㈱ 岡 村 製作 所′′〟 50.5.27 27.600 24.007150.142 3,409 20.598 7.002

′′′′回 転 椅 子 50.6.30 27,600 24,334150.142 3.455 20.879 6.721

〟 27.600 24.334150.142 3,455 20.879 6,721

㈱ 岡 村 製 作 所 50.5.27 7,200 6,263150.142 889 5.374 1.826

〟 〟 50.6.30 7,200 6.348150.142 901 5,447 1.753

〟 ′′ 〟 7,200 6.348150.142 901 5.447 1.753

両 開 き 書 庫〟ロ ッ カ 〟 50.6.30 24.800 21,865150.142 3.105 18.760 6.040

〟′′㈱ 小 林 商 会 〟 24.800 21.865150.142 3.105 18.760 6,040

′′ 24,800 21.865150.142 3,105 18.760 6.040

リコー専 用 テ ー ブル 50.ll.4 27.000 24.124150.142 3.426 20.698 6.302

レ タ ー ケ ー ス ニ コ ニ コ 堂 50.7.24 5.217 4,661150.142 662 3.999 1,218

′′ ′′ 50.8.2 5.217 4,723150.142 671 4.052 1.165

手 提 金 庫 〟′′′′′′〟㈱ 岡 村製 作 所 50.7.24〟50.7.29 5.577 4.034 50.369 1.489 2.545 3,032

伝 票 ボ ッ ク ス 4.498 3,253 50.369 1.200 2.053 2.445

チ ェ ッ ク ラ イ タ ー 10,344 7,481 50.36-9 2.760 4.721 5,623

黒 板50 年 度 計片 袖 机 50.8.751.4.5 22.307 18,589 8150.2500.142 4.6473.919 13,94223.681 8.3653.919

258.960 224.094

27,600 224,094

〟 ′′ ′′ 27.600 150.142 3,919 23.681 3,919

′′ 〟 51.9.1 27.600 150.142×ヱ 2.286 25.314 2.286

タ イ プ 用 ス チ ール机 菅沼タイプライター 51.4.23 45,000 15 120.142 6.390 38.610 6.390

回 転 椅 子 ㈱ 岡 村 製 作 所〟〟′′′′菅沼タイプライター〟〟 51.4.5 7.200 150.142 1.022 6.178 1,022

〟 〟 7.200 150.142 1.022 6.178 i,022

〟′′脇 机 51.4.1 6.100 150.142 866 5.234 866
51ー9.1 6.100 150.ま慧 505 5.595 505

51.9.20 16.500 150.ま4i 1,367 15.133 1.367

タ イ プ ラ イ タ ー 51.4.23 275.000 50.369 101,475 173,525 101.475

タ イ プ 用 活 字 51.4.23 35.460 50.369 13.085 22.375 13.085

タ イ プ 用 ラ イ ト 51.4.23 9.500 150.142 1.349 8,151 1.349

ゲ ステ ツ トナーマ シン ゲ布ソけ-リミテノド 51.4.29′′′′52.3.31 498,000 50.369 183.762 314.238 183,762

マ シ ンキ ャ ビネ ッ ト 〟 40.000 150.142 5.680 34.320 5,680

- ガ キ ガ イ ド ′′ 7,200 50.369 2,657 4.543 2,657

シャープ 12ケ タ電卓 ㈱ 十 採 商 会 21.000 50.369 646 20,354 646

黒 板51 年 度 計東 京 計 ニ コ ニ コ 堂大 阪 府 医 師協 同 組 合 51.7.2050.6.30 19.6201.076.6801.335.640 850.芝5-200.369 3.679370.809 15,941929,965 3.679405.675



収 入 の 部

昭和 51年度出版部特別会計収支決算書

目 昭和 51年 4 月 1 日

至 昭和 52年 3 月 31日

支 出 の 部

科 目 金 額 備 考

1. 図 書 販 売 高 3,624.850 入金分のみ一般会計および平野常任理事より現金 .預金

1. 図 書 販 売 高 3,502,000

2.発 送 収 入 122.850

2.雑 収 入 330.012

1 . 預 金 利 息 18.912

2.広 告 収 入 300JOOO

3.雑 収 入 ll.100

3.そ の 他 収 入 4,255,000

1. 借 入 金 4, 100,000

2.預 り 金 155.000

本 年 度 収 入 計 8.209.862

4.繰 越 金 486.480

1. 前 年 度 繰 越 金 486.480

販 売 明 細 表

図 書 名 数 量 単 価 金 額

保 健 叢 書 6.033 150 904.950

病院 職 員- ン ドブ ック 5002.133 200250 633,250

病 院 診 療 3553 2,0002.500 202,500

病医院-のコンピュータ 1.213 400 773,200導 入 の 早 分 り 576 500

長 期 療 養患者 の分類法 35535 1.,4401.800 574,200

母 親 学 級 テ キ ス ト 3,044 250 761.000

計 3.849.100

発 送 料 140,940

合 計 3.990,040

入 記 の 中 入 金 分 3,624.850

印 刷 製 本 明 細 表

図 書 名 数 量 単 価 金 額

保 健 叢 書(肝臓病) 2.000 86.20 172.400

病院 職員- ン ドブ ック 1.500 89.27 133.900
2.000 98 196.000

病医院-のコンピュータ 1.200 345.85 415,020

導 入 の 早 分 り 1,000 174.72 174.720

長 期療 養患者の分類法 1.200 619.51 743.403

母 親 学 級 テ キ ス ト 3,000 193.47 580.400
3.000 138.79 416.380

日 本 病 院 会

単位 :円

科 目 金 額 備 考

1. 印 刷 発 送 費 2.995.653 一般会計-現金 .預金

1. 印 刷 製 本 費 2.832.223

2.発 送 費 163,430

2.椎 支 出 108.110

1. 謝 礼 金 8.540

2.広 告 料 95.150

3.雑 費 4.420

3. そ の 他 支 出 5ノ540.930

1 . 借 入 金 返 済 3,000,000

2.前 期未 払金 支払 2,540,930

本 年 度 支 出 計 8,644,693

4.繰 入 金 51.649

1. 一 般 会 計- 繰入 51.649

た な 卸 明 細 表

図 書 名 数 量 単 価 金 額

保健義圭∈≡ヨ 高 血 圧 3,432 82 281.424

糖 尿 病 134 66 8,844

肥 満 3.164 74 234,136

動 脈 硬 化 症 1,124 53 59,572

慢 性 胃 炎 4.430 41 181.630

肝 臓 病 1.250 86 107.500

旺 門 と直腸の病気 3.408 86 293.088

病院職員-ン ドブック 858 98 84.084

病 院 診 療 903 1,060 957.180

病医院-のコンピュータ導 入 の 早 分 り 236 175 41,300

長期療養患者の分類法 505 619 312.595

母 親 学 級 テ キ ス ト 2.118 138 292.284

財 産 目 録

Ⅰ 資 産 の 部

1. 現 金 手元有高

2.普 通 預 金 第一勧銀麹町支店

3, 未 収 金

4. 図 書 繰 越 高

資 産 計

Ⅱ 負 債 の 部

410

51,239

365,190

2,853,637

3,270.476

1. 借 入 金 平野常任理事より 1,100,000

2.預 り 金 重複入金分ほか

負 債 計

Ⅲ 繰 入 金

1. 一般会計へ繰入金

負債および繰入金計

155.000
1,255,000

2.015.476

3.270.476



昭和51年度診療録管理通信教育特別会計収支決算書

目 昭和 51年 7月 1 日

至 昭和 52年 3月 31日 日 本 病 院 会

収 入 の 部 単位 :円

科 目 収 入 合 計 年 度 予 算 予 算 に 対 す る増減(△印は滅) 備 考

受 講 料 8.912.000 9,690,000 △ 778.000

雑 収 入 868,294 500.000 368.294

前 年 度 繰 越 金 4.309.443 3,303,617 1,005｣826

支 出 の 部

科 目 支 出 合 計 年 度 予 算 予 算 に対 す る増減(△印は滅)

人 件 草 1.080.000 2.160,000 △ 1.080.000

旅 費 . 交 通 費 899,790 828,000 71,790

物 品 費 30.990 100,000 △ 69.010

印 刷 . 製 本 991,170 1.051.000 △ 59ノ830

通 信 . 運 搬 949.744 923,000 26,744

諸 費 51.400 42,000 9,400

教 材 費 2.142.901 2,380,000 △ 237,099

学 習 費 1.986,540 1,976,000 10,540

指 導 料 1.025.250 1,857,000 △ 831,750

会 議 衰 19.000 170ノ000 △ 151,000

余 剰 金 4,912,952 2,006,617 2,906,335

支 出 合 計 14,089,737 13,493,617 596.120

財 産 目 録

Ⅰ 資 産 の 部

1. 普 通

2.定 期

資

金

金

計

預

預

産

Ⅱ 本会計-繰 入金

1, 前 年 度 繰 越 金

2.本 年 度 余 剰 金

繰 入 金 計

第一勧業銀行麹町支店第一勧業銀行麹町支店 1.912.952

3,000.000

4,912,952

4,309,443

603,509

4.912.952

脚注 :診療録管理通信教育の一般会計-の繰入金 (特別会計余剰金) は下記の とおりです｡

1. 51年4月～52年3月人件費繰入

120,000円×12ケ月 1,440,000

2. 年 度 末 繰 入 金 4,912.952 6.352,952

以上の決算につき､監査致 しましたところ適正､妥当なるものと認めます｡

昭和 52年 4月 21日
監 事 太 田 清 一 ⑳

監 事 戸 川 潔 ⑳
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